
　
２
０
１
８
年
度
、
静
岡
県
立
静
岡
東

高
校
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
や

大
学
入
試
改
革
の
対
応
に
向
け
て
動
き

出
し
た
。
少
子
化
や
施
設
の
老
朽
化
、

近
隣
校
の
特
色
化
と
い
っ
た
環
境
変
化

も
あ
り
、
生
徒
募
集
を
強
化
す
る
た
め
、

「
未
来
構
想
委
員
会
」
を
設
け
、
育
成
を

目
指
す
資
質・能
力
と
し
て「
10
の
資
質・

能
力
」を
定
め
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
以

下
、Ｇ
Ｄ
）の
案
を
作
成
し
た
。

　
19
年
度
は
ま
ず
、
そ
の
案
の
本
格
的

な
検
討
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
教

師
に
実
施
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
10
の

資
質
・
能
力
の
う
ち
、
生
徒
が
既
に
身

に
つ
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
整

理
し
、
課
題
設
定
解
決
能
力
・
論
理
的

思
考
力
・
自
己
実
現
力
・
自
己
管
理
力
・

発
信
力
・
自
己
肯
定
力
・
社
会
参
画
力

の
「
７
の
資
質
・
能
力
」
に
精
選
し
た
。

Ｇ
Ｄ
は
、
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
と

し
て
、「
主
体
的
に
人
生
を
切
り
拓
き
、

高
い
志
を
持
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
人

材
」
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
達
成

に
向
け
た
５
つ
の
柱
（
授
業
改
善
と
学

力
向
上
、
自
主
自
律
の
精
神
と
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
な
ど
）
を
設
定
し
た
。

　
加
え
て
、
教
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
で
、
生
徒
に
優
先
し
て
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
と
し
て
上
が
っ

た
「
課
題
設
定
解
決
能
力
」
と
「
論
理

的
思
考
力
」
の
育
成
を
目
標
に
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、「
総
合

探
究
」）
を
実
施
。
そ
れ
ま
で
の
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
体
系
的
な
取

り
組
み
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、「
総

合
探
究
」
は
Ｇ
Ｄ
の
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

テ
ー
マ
と
し
て
授
業
案
や
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
を
進
め
た
。

　
そ
う
し
て
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す

る
授
業
づ
く
り
を
、
ま
ず
は
「
総
合
探

究
」
で
模
索
し
、
20
年
度
を
迎
え
た
。

教
務
主
任

中
上
明
仁　

な
か
う
え
・
あ
き
ひ
と

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

校
長鈴木

伸
彦　

す
ず
き
・
の
ぶ
ひ
こ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。

探
究
活
動
推
進
室
主
任

湯
川
淑
子　

ゆ
か
わ
・
と
し
こ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
英
語
科
。

教
務
課

神
谷
隼
基　

か
み
や
・
と
し
き

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
数
学
科
。

教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定

※プロフィールは、2022 年３月時点のものです。

学
校
概
要

設
立　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
２
８
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公

立
大
は
、旭
川
医
科
大
、北
海
道
大
、東
北
大
、筑
波
大
、

横
浜
国
立
大
、
静
岡
大
、
浜
松
医
科
大
、
名
古
屋
大
、

京
都
大
、
神
戸
大
な
ど
に
１
２
２
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志

社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
７
１
７
人
が
合
格
。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で

資
質
・
能
力
を
育
む
指
導
と
評
価
を

模
索
し
、そ
の
経
験
を

新
教
育
課
程
で
の
教
科
指
導
に
生
か
す

静
岡
県
立
静
岡
東
高
校

静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
は
、
２
０
１
9
年
度
に
策
定
し
た
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
22
年
度
か
ら
授
業
時
間
を
50
分
間
に
変
更
す
る
と
い

う
課
題
を
乗
り
越
え
て
新
教
育
課
程
を
策
定
し
た
。
先
行
実
施
し
た
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
で
は
、
資
質
・能
力
の
育
成
を
図
る
授
業
づ
く
り
と
学
習
評
価
の
方
法
を
模
索
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
21
年
度
、
教
科
単
位
で
学
習
評
価
の
方
法
を
検
討
し
、
試
行
し
た
。

実践事例

2
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20
年
度
は
、
教
務
主
任
と
各
教
科
の

代
表
者
か
ら
成
る
「
教
育
課
程
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
新
教
育
課
程
の
編

成
に
着
手
（
図
１
）。
議
論

を
重
ね
、
そ
れ
ま
で
の
総

単
位
数
を
保
ち
つ
つ
、
22

年
度
か
ら
授
業
時
間
を
現

行
の
65
分
間
か
ら
50
分
間

に
変
更
し
た
と
、
教
務
主

任
の
中な

か

上う
え

明
仁
先
生
は
振

り
返
る
。

　
「
議
論
の
中
で
、
Ｇ
Ｄ
で

『
授
業
・
部
活
動
・
学
校
行

事
等
へ
の
主
体
的
な
取
り

組
み
』
を
掲
げ
て
い
る
以

上
、
総
単
位
数
を
増
や
し

て
生
徒
か
ら
放
課
後
の
時

間
を
奪
う
べ
き
で
は
な
い

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
」

　
50
分
授
業
の
編
成
下
で
は
、

現
行
よ
り
も
15
分
早
く
６
限

目
が
終
わ
る
。そ
の
時
間
は
、

課
外
活
動
や
部
活
動
な
ど
、

生
徒
の
主
体
的
な
活
動
の
時

間
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
、「
７
の
資
質
・
能
力
」
を
新
学

習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て
い
る「
資
質・

能
力
の
３
つ
の
柱
」
に
沿
っ
て
分
類
す

る
と
、「
知
識
・
技
能
」
に
対
応
す
る

資
質
・
能
力
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
鈴
木
伸
彦

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
確
か
に
本
校
の
生
徒
は
、
中
学
校

ま
で
の
学
習
で
、一
定
レ
ベ
ル
の
知
識・

技
能
を
既
に
身
に
つ
け
て
い
る
と
言
え

ま
す
が
、
高
校
で
は
、
大
学
や
社
会
で

の
活
躍
を
見
据
え
て
、
さ
ら
に
高
い
レ

ベ
ル
の
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
必
要

も
あ
る
は
ず
で
す
。
本
校
で
身
に
つ
け

る
べ
き
知
識
・
技
能
と
は
何
か
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
あ
る
べ
き
か
を
、
教
育

活
動
を
実
践
す
る
中
で
、
今
後
も
議
論

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
」

静岡県立静岡東高校　2022年度入学者　教育課程図1

注 1）※の選択科目は、2年次と 3年次で、同一の科目を選択すること。　注２）■は、任意の選択であり、修得した場合、
修得単位が最大２単位上乗せされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

教科 科目 標準
単位数

共通 文系 理系

1年 ２年
3 年

２年 ３年
選択Ａ計5 選択Ｂ計3 選択Ｃ計3

国語

現代の国語 2 2
言語文化 2 3
論理国語 4 3 3
文学国語 4 3 2
古典探究 4 3 4 2 2
古典探究演習 3 3　 5

地理
歴史

地理総合 2 2 2
地理探究 3 1 3
歴史総合 2 2
日本史探究 3 　4※ 　4※
世界史探究 3
日本史探究演習 2 2
世界史探究演習 2 2

公民 公共 2 2 2
政治・経済 2 3

数学

数学Ⅰ 3 3
数学Ⅱ 4 1 2 3
数学Ⅲ 3 1 2
数学 A 2 2
数学 B 2 2 2
数学 C 2 1 2
数学ⅠⅡ ABC 演習 2 5 2

理科

物理基礎 2 2
物理 4 　3※ 　4※
化学基礎 2 2 1
化学 4 3 4
生物基礎 2 2 2
生物 4
化学基礎演習 1 1 3
生物基礎演習 2 2

保健
体育

体育 7〜 8 2 2 3 2 3
保健 2 1 1 1

芸術

音楽Ⅰ 2 2
美術Ⅰ 2
書道Ⅰ 2
音楽Ⅰ演習 2 2
美術Ⅰ演習 2 2

外国語

英語コミュニケーションⅠ 3 3
英語コミュニケーションⅡ 4 4 3
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4
論理・表現Ⅰ 2 2
論理・表現Ⅱ 2 2 2
論理・表現Ⅲ 2 2 2
英語コミュニケーションⅠⅡ演習 3
論理・表現ⅠⅡ演習 3 3

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ 2 2

校外学修活動　専門教養講座 1〜 6 （１〜2■）（１〜2■）（１〜2■） （１〜2■）（１〜2■）

共通教科計 31〜33 31〜33 20 〜22 31〜33 31〜33

教科合計 31〜33 31〜33 20 〜22 5 3 3 31〜33 31〜33

東陵セミナー 3 〜 6 1 1 1 1 1

合計 32〜34 32〜34 32〜 34 32〜34 32〜34

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 1 1

特集
新学習指導要領、始動！

不断の改善で推進する生徒主体の新教育課程　

Ｇ
Ｄ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

総
授
業
時
数
を
決
定
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21
年
度
は
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評

価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
充
実
を

図
っ
た
。教
務
課
の
神か

み

谷や

隼と
し

基き

先
生
は
、

担
当
す
る
１
年
生
の
数
学
で
、
５
人
の

教
科
担
当
と
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
評
価
す
る
た
め
の
定
期
考
査
や

校
内
実
力
試
験
の
問
題
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
行
課
程
の
４
観
点
の
う

ち
、「
知
識
・
理
解
」「
技
能
」「
思
考
・

判
断
・
表
現
」
を
そ
れ
ぞ
れ
評
価
す
る

問
題
を
作
成
。「
技
能
」
を
評
価
す
る

問
題
は
、「
知
識
・
理
解
」
の
応
用
問

題
の
位
置
づ
け
と
し
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
を
評
価
す
る
問
題
は
、
授
業
で

扱
わ
な
か
っ
た
題
材
の
問
題
や
大
学
入

試
問
題
を
改
変
し
た
問
題
と
し
た
。

　
試
験
後
に
は
、
正
答
率
に
応
じ
て
、

「
基
礎
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
」

「
発
展
問
題
に
挑
戦
し
よ
う
」
な
ど
と
、

生
徒
個
別
に
学
習
指
導
を
行
っ
た
。

　
「
テ
ス
ト
を
重
ね
る
ご
と
に
、
生
徒

か
ら
、『
学
習
法
に
不
安
が
あ
っ
た
の

で
、
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
役
に
立
っ

た
』
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
神
谷
先
生
）

　
観
点
別
の
出
題
に
よ
っ
て
、
指
導
の

改
善
点
も
見
え
や
す
く
な
っ
た
。
例
え

ば
、考
査
結
果
を
分
析
す
る
と
、「
思
考
・

判
断
・
表
現
」
の
問
題
に
無
解
答
の
生

徒
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
教
科
内
で
話
し
合
い
、
テ
ス
ト

の
返
却
時
に
そ
の
問
題
の
解
法
を
示
し
、

生
徒
に
段
階
を
追
っ
て
解
き
直
し
を
さ

せ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
つ
ま
ず
い
て
い

る
点
を
解
消
し
や
す
く
し
た
。

　
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
評
価
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
行
っ
た
。「
江

戸
時
代
の
算
額
（
＊
）
を
例
に
し
た
作

問
」
や
「
ポ
ー
カ
ー
の
役
が
出
る
確
率

と
新
し
い
役
の
考
案
」
と
い
っ
た
課
題

を
出
し
、
生
徒
に
事
前
に
示
し
た
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
沿
っ
て
評
価
し
た
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
通
じ
て
、

数
学
の
面
白
さ
を
感
じ
、
意
欲
的
に
取

り
組
む
生
徒
や
、
模
擬
試
験
の
成
績
が

伸
び
て
い
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
か
ら
は
、

課
題
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る

か
、試
行
錯
誤
し
て
い
る
か
と
い
っ
た

育
成
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
が
見
取
り

や
す
く
、
そ
れ
ら
が
、
新
学
習
指
導
要

領
で
は
、『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
』
と
し
て
評
価
の
観
点
の
１
つ

に
な
っ
た
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
は
十
分
理
解
で

き
ま
す
し
、そ
れ
を
実
現
す
れ
ば
、生

徒
の
力
を
よ
り
伸
ば
し
て
い
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
神
谷
先
生
）

　

21
年
度
に
は
、「
東
陵
セ
ミ
ナ
ー
」

と
名
づ
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
学
習
が
、

「
総
合
探
究
」
の
自
校
の
ス
タ
イ
ル
と

「東陵セミナー」における育成を目指す資質・能力は、観点別評価の３観点と探究学習の意義を考え、
知識習得力などを含めた 10の資質・能力とした。　　　　　　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

「東陵セミナー」（総合的な探究の時間）　２年次　授業案（抜粋）図２

発
展
的
な
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
で
、

主
体
性
を
客
観
的
に
評
価

「
総
合
探
究
」
で
行
っ
た

観
点
別
評
価
を
、教
科
指
導
で
応
用

＊　数学の問題を考案し、奉納した絵馬のこと。

定
期
考
査
等
は
観
点
別
の
作
問
で
、

学
習
や
指
導
の
改
善
点
を
見
い
だ
す
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し
て
全
校
に
ほ
ぼ
定
着
し
た
。
先
進
校

で
あ
る
静
岡
県
立
三
島
北
高
校
の
授
業

案
を
参
考
に
し
て
、
探
究
活
動
推
進
室

が
授
業
案
を
作
成
（
図
２
）。
そ
れ
を

基
に
、
担
任
・
副
担
任
が
授
業
を
進
め

た
。
授
業
案
に
は
、
活
動
の
内
容
や
留

意
点
に
加
え
て
、
自
校
が
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
、
そ
れ
ら
が
「
資
質
・

能
力
の
３
つ
の
柱
」
の
ど
れ
に
該
当
す

る
の
か
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
教
師
は

そ
れ
ら
を
意
識
し
な
が
ら
授
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
観
点
別
評
価
の

３
観
点
と
「
７
の
資
質
・
能
力
」、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
て
作
成
。
①

調
査
研
究
（
調
査・研
究
）
②
ポ
ス
タ
ー

（
内
容
・
見
や
す
さ
）
③
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
質

疑
応
答
）
の
６
項
目
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達

度
を
、
生
徒
の
自
己
評
価
と
教
師
の
評

価
で
測
っ
た
。

　
「
授
業
案
に
基
づ
い
て
指
導
し
、
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
を
行
う
こ
と
で
、

担
当
教
科
で
の
観
点
別
評
価
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
19
年

度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て

『
総
合
探
究
』の
指
導
と
評
価
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
が
、22
年
度
か
ら
の
各

教
科
・
科
目
の
授
業
や
学
習
評
価
に
生

き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
中
上
先
生
）

　
探
究
活
動
推
進
室
主
任
の
湯
川
淑と

し

子こ

先
生
も
、
手
応
え
を
語
る
。

　
「『
東
陵
セ
ミ
ナ
ー
』
を
通
じ
て
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
関
心
を
持
つ
先

生
方
も
出
て
き
ま
し
た
。『
東
陵
セ
ミ

ナ
ー
』
の
授
業
案
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

基
に
、
担
当
教
科
の
授
業
案
や
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、教
師
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
し
、

Ｇ
Ｄ
に
沿
っ
た
授
業
を
展
開
す
る
上
で

も
有
効
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
21
年
度
は
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
の

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
」

の
指
定
校
と
し
て
、
静
岡
県
立
大
学
と

の
連
携
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
大
学
教

員
か
ら
専
門
的
な
助
言
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
生
徒
は
、「
総
合
探
究
」
へ

の
意
欲
を
一
層
高
め
て
い
る
。

　
22
年
２
月
に
は
、
静
岡
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
が
用
意
し
た
書
式
で
、
22
年

度
１
年
生
の
全
教
科
・
科
目
の
シ
ラ
バ

ス
を
作
成
し
た
。
今
後
、
各
教
科
・
科

各
教
科
・
科
目
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
、「
７
の

資
質
・
能
力
」
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る

観
点
別
評
価
の
結
果
を
評
定
に
総
括
す
る
方
針
を
踏
ま
え
て

つ
け
た
評
価
の
妥
当
性
を
、
各
教
科
・
科
目
で
検
証
す
る

目
の
目
標
と
「
７
の
資
質
・
能
力
」
と

の
関
連
を
明
示
し
、
Ｇ
Ｄ
を
反
映
し
た

評
価
方
法
を
確
立
さ
せ
て
い
く
。ま
た
、

教
務
課
は
、
観
点
別
評
価
の
結
果
を
評

定
に
総
括
す
る
た
め
の
、
３
観
点
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
の
数
に
対
応
し
た
評
定
換
算
表
を

作
成
し
た
。
各
教
科
・
科
目
が
そ
の
換

算
表
を
基
に
つ
け
た
評
定
の
妥
当
性
を

検
証
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
だ
。

　
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
新

教
育
課
程
で
の
授
業
づ
く
り
と
学
習
評

価
に
関
す
る
目
線
合
わ
せ
が
よ
り
進
む

の
で
は
な
い
か
と
、湯
川
先
生
は
語
る
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
学
習
を
始
め
た
当

初
は
、
そ
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
で
す
が
、
探
究
活
動
推
進

室
を
中
心
に
先
生
方
が
粘
り
強
く
取
り

組
み
、
そ
の
結
果
、
生
徒
が
熱
心
に
活

動
し
、
成
長
し
て
い
く
中
で
、
少
し
ず

つ
共
通
認
識
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
授
業
づ

く
り
と
学
習
評
価
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ら
が
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
だ

と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

意
義
が
浸
透
し
、
温
度
差
は
徐
々
に
解

消
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
も
、
生
徒
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
を
教
師
が
徹
底
的
に
話
し
合

い
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
と
、
鈴
木
校
長
は
語
る
。

　
「
多
様
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の

が
あ
た
り
前
で
、
全
教
師
が
全
く
同
じ

課
題
意
識
や
解
決
方
法
、
目
的
、
志
向

を
持
つ
と
は
考
え
に
く
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
現
状
を
打
開
し
、
よ
り
よ
い

教
育
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、
仕
事

の
原
動
力
と
な
る
こ
と
は
共
通
で
あ
る

は
ず
で
す
。
生
徒
や
学
校
の
進
む
べ
き

方
向
に
つ
い
て
、
回
り
道
で
も
全
教
師

で
議
論
を
重
ね
、最
大
公
約
数
を
探
り
、

常
に
生
徒
を
大
切
に
育
て
る
学
校
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

特集
新学習指導要領、始動！

不断の改善で推進する生徒主体の新教育課程　

４月以降の
課題

教
師
間
の
議
論
を
通
じ
て
、

校
内
の
温
度
差
を
な
く
し
た
い
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